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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月27日(2019.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータにより実施される方法であって、
　複数の可能なグリッド制御行動を含む、ユーティリティグリッド上の制御に変更を加え
る機会を得ることと、
　それぞれの可能なグリッド制御行動の効果の信頼区間を含む、前記可能なグリッド制御
行動の有効性データを受け取ることと、
　プロセッサを使用して、それぞれがグリッドパラメータに基づく目標を実現しうるよう
に信頼区間が重なり合っている、複数の可能なグリッド制御行動から、前記目標を実現す
る見込みに基づいてグリッド制御行動を選択することと、
　前記選択されたグリッド制御行動を前記ユーティリティグリッド上で実施することとを
含む方法。
【請求項２】
　グリッド制御行動を自動的に選択するためのシステムであって、
　ユーティリティグリッド制御と、
　ユーティリティグリッド制御状態の探索空間を記憶するように構成された探索空間メモ
リと、
　前記ユーティリティグリッド制御状態の効果の信頼区間を含む有効性データを記憶する
ように構成された知識データベースと、
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　前記有効性データに基づいてユーティリティグリッド制御状態を選択するように構成さ
れた制御割当てプロセッサとを備えるシステム。
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